
　　　政治学概論 I《2025》ルーブリック
評価項目 F (0点) C (1点) B (2点) A (3点) S (3点)

①公民及び政治学についての基礎的知識の理解と活用
用語や制度を正確に説明できない、または誤りが多い/生成 AIの使用が強く疑われる/授業で扱った基礎的知識を理解・活用しておらず、受講前と比べて理解の変化が見られない

用語や制度を定義としては説明できるが、文脈に適した活用ができない
用語や制度を正確に理解し、簡単な事例に当てはめて説明できる

用語や制度を正確に理解し、複雑な事例に当てはめて説明できる
用語や制度を正確に理解し、複雑な事例に当てはめて説明できることに加え、説得力のある批判的な視点をもつ

②公民及び政治学に関する基礎的知識の相互関係についての理解と活用
知識が断片的で、関連づけて説明できない/生成
AIの使用が強く疑われる/授業で学んだ知識同士を関連づけて考えておらず、授業前と比べて理解の深化が見られない

中学校または高校の教科書レベルの関係性（例：制度と役割）を指摘できる

複数の制度・概念の関係を整理して説明できる/政治学概論 I以外の大学での授業で得た知識を活用しようと努力している

複数の制度・概念の相互関係を踏まえ、因果関係を意識しながら社会的事象や問題を説明できる/政治学概論 I以外の大学での授業で得た知識を部分的に活用している

因果関係・相互影響を踏まえ、社会問題の構造を説明できる/政治学概論 I以外の大学での授業で得た知識を数多く活用している
③政治学または政治現象に関わる資料、文献の読解

授業で扱った資料・文献やそのレベルの資料・文献を読み取ろうとしておらず、授業前と比べて文献理解の変化が見られない

授業で扱った資料・文献やそのレベルの資料・文献を読み取り、内容の概要や要点を把握している

授業で扱った資料・文献やそのレベルの主張や根拠を整理し、授業で学んだ知識と関連づけながら内容を説明できる

授業で扱った資料・文献やそのレベルの資料・文献の主張や根拠を読み取り、授業で学んだ知識と関連づけて内容を理解している

授業で扱った資料・文献やそのレベルの複数の資料・文献の特性（立場、媒体、作成目的、性格）を踏まえて比較・関連づけ、論点や主張の違いを批判的に検討したうえで、自らの理解や解釈を構築できる
④政治に関わるニュース（事例）の理解と活用 上記①②の知識を用いてニュース（事例）を理解・考察しようという意欲がなく、受講前と比べて理解や記述の変化が見られない/ニュースソースの特性を意識した文献選択や、文献を理解しようとする姿勢が見られない

上記①②の知識を用いてニュース（事例）を理解・考察しようとする意欲は見られるが、知識の用い方が不十分で、理解や記述に間違い、もしくは説明不足が目立つ/ニュースソースの特性を意識していることはわかるが、不正確、または不十分である

上記①②の知識を用いてニュース（事例）を理解し、自分の意見や解釈を簡潔に記述することができる。ただし、政治学の専門的知見を活用できていない/ニュースソースの特性を意識し、部分的活用している

上記①②の知識に加え、政治学の専門的知見（概念・理論・枠組み等）を用いてニュース（事例）を解釈し、根拠を明示しながら、自分の意見や解釈を論理的に記述することができる/ニュースソースの立場や特性を意識して活用している

上記①②の知識に加え、複数の政治学の専門的知見や視点を用いてニュース（事例）を多角的に解釈し、それぞれの前提や有効性を相対的に検討したうえで、自らの見解を説得力をもって記述することができる



　　　注記
• ルーブリックの評価項目およびグレードは、学修目標（到達目標）に対応して設計されています
• 成績評価についての質的な判断をする場合、このルーブリックに準拠します

　　　学修目標（到達目標）
• 受講生が、国民主権を中心とした公民分野の基礎的知識を得て、初学者に対してわかりやすく説明することができる。（公民）
• 受講生が、選挙制度、政党、政治体制といった政治学の基礎的知識を得て、初学者に対してわかりやすく説明することができる。（基礎的関心）
• 受講生が､政治学の諸概念について､自分なりの視点を加味した､関係図を作成することができる（基礎的関心）
• 受講生が、政治学ならびに公民分野に関わる基本的な資料、文献を読みこなすことができる。（論理的思考・文献読解能力）
• 受講生が、1及び 2で得た知識を背景に、日々のニュース報道や新聞報道をより深く、また相対的に理解したうえで、自分自身の意見や解釈を、
確かな根拠を明示しながら、明快に記述することができる。（論理的思考・記述能力）


